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核錯体[Cu2Ln] (Ln = Nd, Sm, Gd, Tb, Dy, Ho, Er) (図1)におけるJ4f-3d
のLn依存性を明らかにした。 
【実験・物性】X線構造解析により[Cu2Ln]は Ln = Gd ~ Erの重希
土類で全て結晶同形と分かった。JLn-Cuを求めるために高周波 EPR
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図 1.[Cu2Ln]の構造 
図 2.4.2 Kでの[Cu2Tb]の
HF-EPR スペクトル 
